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犬吠電波観測所

観 測 所 全 対

櫛観

ブミ吠電波観jJliJirrはその名前のとおり千梨県の犬吠仰に

ある。 この観測所は；｜じに鹿島灘を望み，汀延々と続く九

十九lTt浜を南にUて昨日 も今日も， そして明日もまた，

超短i丸マイクロ波の観測を続けている。

電波の利用は時代と共に長波，中i主，短波へと漸次拡

げられ， これらの利用が飽和点に達して今や超短波，マ

イクロ波の領域に深〈入りつつあり， 10年このかたこの

観測所はひたすらその伝播童話俸の究明に努めてb、る。

第二次大戦中はここに陸海軍の見張所が設けられ，安

と海に肉眼とレーダーによる敵の監視が日夜続けられて

いにが，戦後昭和21年その諸設備が当時の逓信省に移管

になり，逓信省官：政局大平観測所犬伏分皇室として，この

観illiJ所が誕生した。その後度び重なる機構改組のため逝

信省から電気通信省，電波庁，電波監理委員会と所管が

君主り，その名称も犬吠突験所，犬吠分室，犬吠観測所と

幾多の君主遷を重ねてきたが， 昭和 27年8月1日電波研

究所が設立されるに際し，郵政省電波研究所犬吠電波観

測所として新しく発足した。

鋭 illil 所 1ド｜吐
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今までの所長には，昭和 21年の大平観測所犬吠分皇室

より冠。気通信研究所犬吠観測所に至る期間伊藤防氏が，

続いて官波庁犬吠分室より深山r稔氏が就任し， 昭和 25

年 3Ji 31日より;Jj：沼礼造氏，これに続いて昭和 28年

3 J1 31日より今日まで子野日誠氏が就任してνる。

；難島 F喜
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地球 l必笠台よ り見大 世話 測 所

観測の 歴 史

我が国における超短波伝J震の笑験！ま ， 昭和 2年来－1~大

学が波長 4.4m, I封力 10数Wの送信機で 10乃さ 135

km の距離で行った笑験によって開始せられたが，犬1次

電波観測所では設立当初より，専ら陸上あるし、！主海上の，

超短波， マイクロ波伝播の11~iJ!ilを行っており ， 今日まで

非常に数多くの突験がなされて来たが，そのうちの主な

ものを挙げれば，昭和 21年から 24年頃まで平磯及び

大井との聞に 60Mcの伝播笑験，昭和 25年 11月に（j:

65.82 Mcで宮土山の山岳回折笑験，昭和 26年 6)1 に

はパノラマ受信機による超短波遠距離泉常伝播の調査な

どが行われ，昭和 28年頃からは拡終に犬吠一平1畿間，

犬吠一国分寺聞で陸上あるい！主海上の VHF,SHFの伝

播突験が行われてし、る。

) 

SHF 実験小屋

光のような性~1:1?有する超短波lム 従来見透し距峨 し

か到達しなL、とし、われてし、たが，次々と行われる笑験に

よって，山の陰や水平線の彼方にまで到達することが分

り，今や数百粁の遠距離通信の可能性につb、て検討せら

れている現状である。

SHF 連続発射

この観測所を訪れる人迷に，まず見せなければならな

いものは，10,000 Mcの送信機である。 この送信機（ム

電 波 研 究 所 季 報

構内の一番高ν所’ こある~験小屋に置かれてあり ， 昭和

28 年 6 月 に設置せられて以来平磯；；g；波観~lltl所に fi'ijけて

常時連続して屯波1i>発射している。発射周波数｛よ 9,375

Mc, パノレスのうたiTtil日力＇i約 20kW，送信l:LI力｛土自記々

録電流計に連続記録され，送信状況が常時監視できるよ

うになってし、ろ。アンテナ！土電波レンズっき’rt:L磁ホーν

で，利得は 30db，ピーム巾は 30である。平磯電波観

illil日！？ではこのむ淡の電界i.lffi!l[と到来方向を惚ifii！し，これ

らの日菱化．季節盛［じをWf.祈し，同銀ifill所が協力して

SHF 1-1；の海」二~Li透し外［rd番を 19tl!f｝ している。

10,000 Mc SHF送信装置

VHF 連続受信

庁舎内の受信系では，平磯ー邸主協ill!］所よ り発射されて

U、る 63Mcと 153Mcの電波の沼界強度を述続して受

信し解析しているが，特：こm界強度と気象の関係につい

て研究している。
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平磯ーョ陀吠問 65.82 Mc受信記録の 1例

上岡り昭 30.6.11.下図f;!f沼 29.12.28の記録であるが。両図を比較すれ ば 夏J回は

奏曲jが大主く， 01＠主非常に安定に受信せb札τrることが介る。

. 
内 4毒、..唱慌

............ . .一 ‘~ .. . . .’‘................. .. 
平成送信の水平偏波 （63.95 Mc）を水平 と司e直アンテナで受いL-1<ac録坦 1(?ij 

(I昭 32.4. 21）冬期は水平と垂直の受倍増界のi七は一定であるが，若から夏

カけては相関がil!i＜なっている 3

型iHIJ定自動車によって，平1設，国分寺lま勿

論， 償？~， 三崎， 甲府， 足利な ど関東一円

に移動して超短波，マイ クロ波の陸上伝播

あるいは山岳回折のif!il定ぞ行っているC

諸 施 設

超短波，マイク 口波の伝播！立大気の気象

状態と ~ 1：；拾に密接な関係があり ， こ のため

特に詳細な気象のデー ターは随ll~i'WJ』子jJ[I］候

所から.l'.'.lっているが，この観測I］所におし、て

も舎外に百葉箱を設けて気圧，気温，湿度

などを連続して観測していろ。

電波研究所と稚内，秋田，平磯，山JIIの

各荒波観jJ)IJ所聞に技術連絡をするための連

絡用通信機lム 95式短 3送信機 とし、う旧，

海軍H剖℃の古い装置であるが， 1日2回の

定時連絡の外， 共同笑験には欠 くことので

きなし、ものである。送信機は ん 電波で

200W, A3電波で 50W，周波数は 3,695. 

kcと 9,375 kcを使用してし、る。

実験に必要ケ工作は工作室で行われ，こ

こでは一応畏低阪の設備と して切断機，電

気ド リノレ，グライン夕、一， 万力などが置か

れているc

移動測定

以上の連続惚ifiiJのほかこの観iWJ月！？では随時，海上ある

" 、は陸上の移IWJJfiiJ廷を行っており ，最近では例えば，flf'r

和 30年の互， 昭和 31年の冬，更に叉昭和 32年の冬

に，平磯首波路Wlil所より発射せられている VHFの電波

を犬吠一平1後初で船舶によって移jj[J五il!IJ定し，む界強度と

気象との関係， ：rnt~t特性ある L 、はグク トな どの問題を究

明し，叉昭和 31年 10月に配車せられた移動実験用1J、

庁舎のW:ftfffiに~恒三さがあ I) 31判3,300Vで受“百し各室

！こ 3相 200Vと単相 lOOVを配電しており，受ffi完全世!I
!.i: 2.5 kWとなってし、る。

応接室~f!図書室には約 150 ffH・の技術図書が耐えであり‘

研究成果の発表，あるいは内外諸機関の研究情報の導入

！土，旬、i史研究所から逐次行ハれていろ。
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犬吠一平機関v船舶による海上移動測定のコース

述自者用通信宗

電波研究所季報

移 動 gJf験用測定率
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雑感

闘w:平野の取の端，利根川が太平洋にそそぐところに

銚子継がある。主主か彼方！こ筑：政山の容姿を望み，半島突

端近く愛宕山の頂司上にある犬I次官波観測所から予定を見れ

ば犬吠仰にそびえ立つ白亜の犬吠灯台，そしてllPm:たる

太平洋にアメリカJi!1Ll/4'rの船舶が眺められる。 lLi .te下りれ

ば千古の風雪に耐えてきた奇岩，怪石など，三方海に図

まれた犬I吠はあらゆる自然の美と提出fな史続に彩られて

可、る。

我が国無線電信局発祥の地として有名なこの銚子半島

かつて明治 41年開設され銚子無線電信局は，太平洋に

望む亙要な海岸局として今や椎柴送信所，小川受信所と

なって発展し，その他銚子漁業無線局，あるし、l主ビーコ

ン灯台無線局など，犬吠電波観測所は多くの無線局にPf:l

まれ，犬I火山甲の空は電波でi縮鋲を極めている。

Ii血 球 出 1車台
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